
　出席者内訳　（115名）

職種 人数
看護師 53
医師 25
歯科衛生士 2

理学／作業療法士・
言語聴覚士

2

薬剤師 1
その他 32
合計 115
その他内訳
ＭＳＷ 12
保健師 6
事務 5
ケアマネージャー 2
不明 2
ボランティア 1
介護士 1
ヘルパー 1
助産師 1
介護支援専門員 1

　アンケート集計結果　　　回答者 61名／出席者115名

施設名 人数
真庭 1
津山・英田 2
高梁・新見 8
県南東部 26
県南西部 21
県外 0
無記入 3

◆所属施設の病床数

病床数 人数
診療所 3
病院（20～100床） 1
病院（101～200床） 15
病院（201～300床） 2
病院（301～400床） 0
病院（400床以上） 25
その他 13
無記入 3

その他の内訳
訪問看護ステーション 5
保健所 1
不明 6

平成26年度　岡山県がん診療連携協議会主催研修会　ｉｎ岡大病院（2014年9月24日）

◆所属施設の2次医療圏
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◆アンケート回答者の職種

職種 人数
医師 11
歯科医師 0
薬剤師 0
薬剤師（病院） 0
薬剤師（調剤薬局） 0
薬剤師（その他） 0
看護師 2
看護師（病棟） 8
看護師（外来） 2
看護師（訪問看護ス
テーション）

10

看護師（その他） 6
保健師 5
医療ソーシャルワーカー 10
医療相談員 0
介護支援専門員 0

事務職員（診療情報
管理士を含む）

4

その他 3

◆研修参加理由（複数回答可）

理由 人数
所属施設からの派遣 8
自己学習のため 30
情報収集のため 22
その他 3

◆研修会の感想

感想 人数
大変満足 22
やや満足 35
少し物足りない 3
物足りない 0
無記入 1
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◆本研修会で良かった項目（複数回答可）

項目 人数
講演 21
ミニシンポジウム 39
総合討論 0
無記入 2

◆本研修の開催情報の取得方法について（複数回答可）

取得方法 人数
管轄保健所からの通知 7
院内職員からの通知 33
他施設からの通知 4

岡山県がん診療連携
協議会HP

11

その他 7
無記入 4

その他の内訳
看護協会から 1
腫瘍センターで 1

岡山県がん診療連携
協議会から

1

ＦＡＸ広報 2
岡大病院緩和学習
会にて

1

不明 1

◆岡山県がん診療連携協議会を知っているか

どれくらい知っているか 人数
知っている 40
名前を聞いたことはあ
るが詳しくは知らない

15
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無記入 2
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◆今後取り上げてほしいテーマ

◆がん地域連携、がん診療拠点病院・推進病院についてのご意見

・在宅緩和について。

・スタッフの教育について。

・緩和ケア病棟の役割。

・地域連携について。

・がんの治療を拠点病院などで受けていても、地域の病院、かかりつけ医とのつながりを維持していく形が
理想かと考えるが、うまく取り組めている医療機関、その連携の仕方について知りたい。

・院内の取り組み、システムの充実化。

・今回のような現場からの課題の報告と討議。

・看看連携

・スタッフの教育について。

・今回と同じテーマがよいです。

・病院、診療所、訪問看護ステーション等の連携について。

・一般の方にがん診療の医療機関の役割分担、がん治療の限界についての認識を、もう少し深めてもらえ
る様な広報のあり方を考えてもよいのではと思います。

・内容は非常に興味深かったのですが、各々の講師のお話が持ち時間をオーバーしてしまい、かなりの時
間超過をしていました。演者の人数をもう少し少なくしても良かったのではないかと思います。

・時間厳守してほしいです。

・抗がん剤化学療法の苦痛と治療について、本当に最後まで必要なのかを検討してほしい。

・地域での精神障害者の方の支援。

・多職種連携について。

・拠点病院がどれだけパスを実際に運用しているのか、数値化して情報をＨＰなどに載せていただけたらう
れしいです。

・懸垂幕はなくても良かったと思います。

・本日は大変勉強になりました。ここまで発言してよいのだとわかりました。いのち、生きる、老化、寿命等
自然現象に対しての勉強会は大切だと思う。

・色々な演者の視点から、がん診療についてお話が聴けてとても勉強になりました。本当にありがとうござ
いました。

・岡山県内で、現場で何が起こっているか、課題は何なのかを共有して考えることが重要だと思います。

・拠点病院へ、地域のスタッフが在宅医療の情報提供をして、地域のことを知ってもらう。

・もっともっとこの機会を増やし、院内の職員に聞いてもらいたい。

・勤務している病院では、全くわからなかった地域の現状が知れ、いつも勉強になります。

・地域での在宅緩和ケアの体制を住民に伝える工夫が必要ではないかと思う。

・時間管理をしっかりしてください。

・この様な機会があることで情報を共有できるのでありがたいと思います。これからもよろしくお願いいたし
ます。

・テーマは大事ですが、時間配分に問題があると思います。シンポジストが多く、どの方も興味深く発表して
いただきましたが、話しが深まらず残念でした。
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